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経済企業委員会会議録 

 

令和元年７月１日 月曜日 
  午前１０時０１分開議 

  午後 １時０７分閉議（実時間１４５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第３５号・令和元年度八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分） 

１．議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部

改正について 

１．議案第４８号・八代市水道事業給水条例及

び八代市簡易水道事業給水条例の一部改正

について 

１．議案第４９号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について 

１．平成３０年陳情第６号・御小袖塚及び護国

山顕孝寺跡並びに周辺史跡の保存及び整備

方について 

１．陳情第２号・最低賃金の大幅引き上げと全

国一律制度及び開かれた最低賃金審議会の

あり方を求める意見書の提出方について 

１．陳情第３号・八代市食肉センター跡地利活

用について 

１．所管事務調査 
・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（日奈久地区浄・配水施設更新基本計画の

報告について） 
（フードバレーやつしろ基本戦略構想の改

定について） 

（地方創生推進交付金事業に係る効果検証

について） 

（みなと八代フェスティバルについて） 

（令和元年度全国高等学校総合体育大会の

開催について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

 

※欠席委員  増 田 一 喜 君 

 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     沖 田 良 三 君 

  農林水産部次長   竹 見 清 之 君 

  理事兼農業振興課長 小 堀 千 年 君 

  ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾚｰ推進課長  豊 田 正 樹 君 

 経済文化交流部長   山 本 哲 也 君 

  経済文化交流部次長 岩 崎 和 也 君 

  経済文化交流部次長 中   勇 二 君 

  文化振興課長    沖 田 丈 房 君 

  文化振興課主幹兼 
            米 崎 寿 一 君 
  文化財係長 
 

  観光振興課長    田 中 辰 哉 君 

  商工政策課長    田 中   孝 君 

  商工政策課主幹兼 
            篠 原 秀 和 君 
  工業振興係長 
 
  理事兼 
            南   和 治 君 
  国際港湾振興課長 
 
  国際港湾振興課審議員 
            泉   宜 孝 君 
  兼課長補佐 
 

  スポーツ振興課長  小 野 高 信 君 

 部局外 

  水道局長      松 田 仁 人 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 
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○委員長（成松由紀夫君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから経済企業委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第３５号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第２号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第３５号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第２号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳出の第５款・農林水産業

費について、農林水産部から説明を願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第３５号・令和元年度八代市

一般会計補正予算・第２号中、第５款・農林水

産業費につきまして、竹見次長より説明いたし

ますので、御審議方よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（竹見清之君） おはようご

ざいます。(｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農林水産部の竹見でございます。着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○農林水産部次長（竹見清之君） それでは、

議案第３５号・令和元年度八代市一般会計補正

予算・第２号中、当委員会に付託されました農

林水産部関係分について御説明いたします。 

 別冊、一般会計補正予算書の１６ページをお

開きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１０億３０６２万７００

０円を計上し、補正後の金額を１５億４６１０

万４０００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、中山間地域等直接支払制度事業として、

補正額５０万円を計上しております。 

 本事業は、平成２７年度から令和元年度まで

の実施中の第４期対策から、令和２年度から６

年度までの第５期対策への移行を円滑に進める

ため、モデル的な支援措置を試行的に実施する

ものです。 

 事業実施地区は、坂本町鶴喰集落で、農家レ

ストラン等の取り組みに係る経費について、当

該交付金の加算措置として、協定面積に応じて

１０アール当たり３０００円が交付されるもの

です。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 次に、強い農業づくり支援事業として、補正

額１０億６７７万６０００円を計上しておりま

す。 

 本事業は、農業生産性の向上及び生産、出荷

環境整備のための共同利用機械、施設の導入等

に対し、事業費の２分の１以内を補助するもの

です。 

 事業内容としましては、八代地域農業協同組

合が、低コスト耐候性ハウス１４棟とミニトマ

ト選果施設を予定しております。そのハウスの

内訳としましては、トマト用低コスト耐候性ハ

ウス８棟、２.７ヘクタール、いちご用低コス

ト耐候性ハウス３棟、０.８ヘクタール、トル

コギキョウ用低コスト耐候性ハウス３棟、０.

７ヘクタールを予定しております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 次に、担い手づくり支援交付金事業として、

補正額１８８５万１０００円を計上しておりま

す。 

 本事業は、人・農地プランが作成された地域
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において、中心経営体等の地域の担い手が、融

資を活用して農業用機械、施設等を導入する際、

融資残について、事業費の１０分の３以内を補

助するものです。 

 事業内容としましては、みずからの創意工夫

と判断により、経営の高度化に取り組もうとす

る経営体への支援を目的とした先進的農業経営

確立支援タイプと、地域の農業の担い手として

経営発展の取り組みを行おうとする経営体への

支援を目的とした地域担い手育成支援タイプの

２つがございます。 

 今回は、先進的農業経営支援タイプとして、

２地区４経営体がトラクターやコンバイン等の

農業機械の導入などを予定、地域担い手育成支

援タイプとして、１地区２経営体が高度環境制

御システム等ハウス関連施設の導入を予定して

おります。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 次に、産地パワーアップ事業として、補正額

４５０万円を計上しております。 

 本事業は、地域の営農戦略として定めた産地

パワーアップ計画に基づき、意欲のある農業者

等が高収益な作物、栽培体系への転換を図る取

り組みに必要な機械、機器のリースによる導入

に対して、事業費の２分の１以内を補助するも

のです。 

 事業内容としましては、株式会社アグリ日奈

久がコンバインの導入を予定しております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 続きまして、目４・園芸振興費で、補正額３

７７８万２０００円を計上し、補正後の金額を

４５７８万６０００円とするものです。 

 まず、園芸・果樹振興対策事業として、補正

額１５０万円を計上しています。現在、八代ト

マト・ミニトマトについては、価格の低迷、生

産経費の高騰により農家経営は厳しい状況にあ

ります。このような中、八代トマト・ミニトマ

トの認知度、ブランド力の向上のため、八代ト

マト・ミニトマトをテーマとしたＰＲドラマを

作成し、ネット動画配信を活用してＰＲ事業の

企画が提示されています。制作に当たり、地元

負担金が必要となりますので、その負担金の２

分の１以内を負担するものです。 

 事業内容としては、賛同されるトマト・ミニ

トマト出荷団体と八代市とで実行委員会を立ち

上げ、地元負担金の支出とドラマ制作について

意見、要望、協力等を行っていくことになりま

す。 

 特定財源として、全額ふるさと八代元気づく

り応援基金からの繰り入れを予定しております。 

 次に、攻めの園芸対策事業として、補正額１

５２０万９０００円を計上しております。 

 本事業は、気象変動の激化やＴＰＰ１１の発

効による輸入農産物との競争など、厳しい状況

に対応し、攻めの園芸を展開するため、生産力

を強化し、国内外との競争に打ち勝ち、気象災

害に負けない産地づくりを構築するための施設、

機械、基盤整備等の導入に対して、事業費の３

分の１以内を補助するものです。 

 事業内容としましては、八代地域農業協同組

合園芸部が、トマト・ミニトマトハウスの谷自

動換気施設、炭酸ガス発生装置、養液土耕施設

の導入を予定しております。 

 また、くまもととくさんクラブ、中九州青果

内の枝豆部会になりますが、枝豆脱さや機の導

入を予定しております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してい

ます。 

 次に、農業用ハウス強靭化緊急対策事業とし

て、補正額１２６６万１０００円を計上してお

ります。 

 本事業は、近年の台風等の災害により、農業

用ハウスに甚大な被害が生じております。そこ

で、十分な耐候性のない可能性のある農業用ハ
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ウスについて、災害被害を軽減するために行わ

れる取り組みに対して、事業費の２分の１以内

を補助するものです。 

 事業内容としては、ハウス４５棟、１１.６

ヘクタールに陸ばり、筋交い等の補強を行うも

のです。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してい

ます。 

 次に、畑作構造転換事業として、補正額８４

１万２０００円を計上しております。 

 本事業は、畑作産地の労働力不足や異常気象

リスク等に対応しつつ、先進的な生産技術や作

業体系の導入に向け、種子用バレイショ等の生

産性の向上を図るため、省力化作業機械等の導

入に対して、事業費の２分の１以内を補助する

ものです。 

 事業内容としましては、株式会社タナカ農産

が、種子用バレイショの省力化のための機械と

して、トラクターや自走乗用ピッカー等の導入

を予定しています。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 続きまして、目８・農地費で、補正額２３９

１万５０００円を計上し、補正後の金額を１１

億３８９９万４０００円とするものです。 

 まず、土地改良施設維持管理適正化事業とし

て、補正額１３２１万５０００円を計上してお

ります。 

 本事業は、排水機場などの農業水利施設の機

能を維持し、長寿命化をするため定期的に施設

の整備補修を行うもので、熊本県土地改良事業

団体連合会の採択を受け実施するものです。今

回は、明治新田３号機排水機場の予備発電設備

の更新を実施するものです。 

 特定財源として、補助基本額の９割に当たる

１１８８万円が、熊本県土地改良事業団体連合

会から交付されます。 

 次に、農業水路等長寿命化・防災減災事業と

して、補正額１０７０万円を計上しております。 

 本事業は、老朽化した農業水利施設の長寿命

化を図るために必要な補修、更新を実施するも

のです。 

 今回は、昭和第２排水機場の２基あるポンプ

のうち、１号ポンプ駆動用エンジンの故障によ

り、緊急に分解整備を実施するものです。 

 特定財源としては、県支出金７５８万２００

０円、市債２７０万円を予定しております。 

 続きまして、１７ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目３・林道維持費で、補正額

７８３万１０００円を計上し、補正後の金額を

４２３５万７０００円とするものです。 

 本事業は、林道橋梁の点検、診断の結果に基

づき、機能強化や更新も含めた施設機能の維持、

強化に必要な対策を適正な時期に実施するため

の橋梁長寿命化修繕計画を策定するものです。

点検診断を実施する橋梁としては、林道捨木線

外２０路線の、橋長４メーター以上の５０施設

が該当します。 

 特定財源として、県支出金３９１万５０００

円を予定しております。 

 続きまして、項３・水産業費、目２・水産業

振興費で、補正額１６００万円を計上し、補正

後の金額を６５９８万３０００円とするもので

す。 

 本事業は、効率的で効果的な漁港・漁場施設

の更新を図るため、機能保全計画に基づく漁港

・漁場施設の保全を行うものです。今回は、大

鞘漁港が、整備後３０年以上を経過し、老朽化

が進んでいるため、保全工事を実施するための

詳細及び補修設計業務委託を予定するものです。 

 特定財源として、県支出金８００万円、市債

７２０万円を予定しております。 

 以上で、一般会計補正予算・第２号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の
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部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） トマトのハウスリース、

ハウスリースじゃなくて、これですね、ハウス

導入、耐候性ハウス導入の件についてお伺いい

たします。 

 以前から、委員会でもですね、これだけつく

っても大丈夫かというような話を何回となく言

ったというような記憶があります。そんな中で、

今回一般質問で２名の議員からですね、この件

について話があったように思っております。現

在、価格が低迷しているというような話の中で、

供給過多によるものではないという説明があっ

たと。るる説明はあったんだろうと思うんです

けど、その供給過多でないとする理由と、でな

ければ何なのかと。その原因はどうするのか、

どうしてどのような対策をとるのか。しなけれ

ば、今回もやっぱり、このように県支出金では

あるんですが、これだけ補助をしてですよ、ま

た増大して、面積を広くとっていくことに対し

てですね、やはりいろんな話を聞くに、供給過

多ですたいって、やっぱり断言される方が多い

んですよ。そのような方に対しての、やっぱり

不安も解消せんばだし、その辺の市の考え方と

いうのを、もう一回、どうされるのかというこ

とも含めてですね、お伺いしたいというふうに

思います。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） ただい

まの亀田委員さんの御質問でございますが、一

般に価格というのは、需要と供給のバランスと

いうところで決まるというようなところでござ

いまして、面積がふえ過ぎて、すなわち供給が

多くなり過ぎて、価格が安くなっているのでは

ないかというふうな御指摘等も、お話もあって

いるところでございます。 

 確かに八代のほうでは増加をしております。

一般質問の中でもお答えしましたけども、平成

２９年度が５００ヘクタールということで、１

０年間で４０ヘクタールふえておるというよう

な状況です。しかし、競合産地ですね、愛知、

静岡、千葉、茨城、栃木といった競合産地の面

積は、ここ１０年間で７１ヘクタールほど減少

しているというふうな状況でございます。 

 ただですね、八代を含めました熊本産地は増

加しておりますことから、冬春トマト全体でい

いますと、若干ふえてきている傾向でございま

す。しかし、極端にふえているという状況では

ございません。 

 また、競合産地を含めました全体の出荷量で

すね、これにつきましては、高値で推移してお

りました２５年から２８年と現在とは、ほぼ同

水準でございます。したがいまして、現時点で

は面積と出荷量、さらに、その価格との明確な

相関関係というものは読み取れない状況でもご

ざいます。 

 しかし、近年特に２９年、３０年とトマトの

価格が下落している状況があるのは事実でござ

います。要因として考えられるのは、少子高齢

化などの理由によりまして、消費の減少という

のも一つ原因ではなかろうかというのが考えら

れます。 

 特に、総務省の家計調査というのがございま

すんですが、これによりますと、トマトの季節

ごとの消費量というのは、冬場の消費は夏場に

比べますと半分以下にまで落ち込むというデー

タもございます。このことは、逆に冬場のトマ

トは需要拡大の余地が多いにあるということで

もあります。冬春トマトの産地としましては、

ここに、その需要拡大に力を注ぐ必要があるわ

けでございますが、特に、八代産の需要を伸ば

して、高く買ってもらうというためには、産地

八代のですね、知名度の向上、ブランド力の強

化というものを図る必要があるということで、

今回八代産トマトのＰＲ事業というものに取り

組むということとした次第でございます。 

 委員おっしゃいます、ハウスの建設につきま
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してはですね、今後ともトマトの価格と生産の

動向などの情報収集をしっかりと行いながら、

生産者サイドともですね、連携を密にしながら

進めていく必要があるというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 私がこんな話をすると

きの答えは決まって、生産者と、その調整は、

話をしながら、価格の話をしながらという答え

をいただくんですが、結局結果として価格が低

迷してきていると。ここは詳細に、やっぱり分

析せんばですよ、農家の、やっぱり利益を上げ

ていくことはできない。だけん、今言いなった

っが、消費の減少っていう話があったですよね。

結局供給過多とは違うとですか。 

 よくわからないという話なんですが、どげん

しなさるおつもりなのか、結局原因を、やっぱ

りしっかり精査していかんと、その対策はとれ

んとと思うですが、どんな対策をとられるおつ

もりなのか。 

○委員長（成松由紀夫君） その対策について、

どちらが答えますか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 今、委

員が今のところしっかりとつかめていないとい

うふうなお話しましたけども、一つが需要拡大

を図るべきと、消費の低迷があるんではないか

というようなところも見えますので、そこに対

してはＰＲをしっかりやっていくと。その取り

組みの一つとして、今回６月補正に上げており

ますＰＲ事業あたりもやっていくというような

ところでございます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 気持ちはわかっとです。

だけど、実際現場で働く農家さんは大変だと思

うんですよ。しっかり行政が取り組んでいかん

ばならんどし、進めていただきたいなあという

ふうに意見を申し上げたいというふうに思いま

す。でですたい、結局農家が困らんようにです

ね、取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。 

 それともう１点、今ＰＲ事業はどのようにさ

れるんですか。いつごろでき上がるのか、ＰＲ

事業について、少し詳しく話をしてくれんです

か。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） それで

は、ＰＲ事業を、今回補正予算に上げています。

ＰＲ事業について御説明いたします。 

 本事業は、八代産のトマト・ミニトマトを紹

介する動画を作成しまして、ネットで配信する

ことで認知度の向上とブランド力の強化を図っ

て、農家の経営安定につなげていくということ

を目的に行うものでございます。 

 制作します動画は、地域密着型のエンターテ

インメントドラマというようなことで、地元の

キャラクターが各地にあらわれる悪役と戦うと

いうような、子供から大人まで楽しめる内容を

計画しております。特に、子育て世代の若い消

費者層というのを狙っているものでございます。 

 今回は九州三都市ですね、大分、八女、そし

て八代という三都市でロケが行われまして、各

１０分の合計３０分番組として配信予定でござ

います。 

 総制作費は１１５０万、各地のロケ地の地元

負担がそれぞれ３００万円ということで、残り

の２５０万円は制作会社がスポンサー料等から

賄うことになっております。 

 また、スケジュールとしまして、８月に準備

に入りまして、年内には完成予定でございます。

翌年、翌１月からは配信というような計画にな

っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） 今打つ手は、このＰＲ

事業ばっかりのような話だったですけん、まち

っとですね、急いで取り組んで、まあ、相手の

ある話なんですが、取り組んでいただきたいな
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あというふうに意見を申し上げます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ございませんか。 

○委員（西濵和博君） 確認の意味でお尋ねい

たします。 

 農業費の中で、節３・農業振興費、そして目

４・園芸振興費については、とりわけ特定財源

として、県支出金１０分の１０ということで、

本市にとってはとてもありがたいといいますか、

有意な事業を獲得していただいたなというふう

に思うところです。 

 今後ここに、今回補正で御提示の事業等につ

いては、農業関係者サイドの反応としては、来

年度以降も手を挙げていかれるような感触はあ

りますでしょうか。参考までにお尋ねしたいと

思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 誰が答えますか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 事業の

要望は、農業者のほうからも現在もあっており

ますし、今後、国からの募集に応じて対応して

まいりたいと考えております。 

○委員（西濵和博君） 確認できて安心しまし

た。農業政策をより進展させる上においては、

地域の農業関係者の意向を尊重し、それの受け

皿として制度と事業予算が確保できるというの

は何よりのことかなというふうに思います。 

 ただ一つ、少々心配しますのは、補正という

性格上、県内どこの自治体もそうなんでしょう

けど、不測の事態といいますか、やむを得ずで

すね、年度内の完了ができかねるという場面も、

場合も出てくるかと思うんですけれども、しか

しながら、当事者にとって大きな影響がない限

りであればですね、ここは懐深く、農業振興と

いう高所大所に立って、引き続き事業がより着

実に進むように取り組んでいただければなとい

うふうに思います。この点は、要望としてお願

いしておきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第５款・農林水産費についてを終了します。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１０時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３１分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費及び第９款・教

育費について、経済文化交流部から説明を願い

ます。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）経済文化交流部の山本と申します。 

 経済企業委員会に付託されました議案第３５

号・令和元年度八代市一般会計補正予算・第２

号中、経済文化交流部に係る部分につきまして、

次長の岩崎より御説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）経済文化交流部次長の岩崎です。どう

ぞよろしくお願いします。恐れ入りますが、座

って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） それでは、

議案第３５号・令和元年度八代市一般会計補正

予算書・第２号の１７ページ下段をごらんくだ

さい。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費、補正額９億３１００万５０００円を計上
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し、補正後の額を１９億３２２９万４０００円

としています。 

 財源は、国県支出金として、国庫補助金のプ

レミアム付商品券事業補助金２億７００万５０

００円、その他として商品券販売収入７億２４

００万円を計上しています。 

 説明欄のプレミアム付商品券事業として、臨

時職員の共済費７０万９０００円、臨時職員の

賃金４３２万２０００円、購入引換券交付申込

書・引換券などの郵送料としまして役務費に１

１８６万８０００円、商品券販売や警備業務等

の委託料としまして９１０万６０００円、プレ

ミアム付商品券補助金として９億５００万円を

計上しています。 

 事業内容としましては、消費税率引き上げに

よる消費への影響を緩和するとともに、本市に

おける消費を喚起、下支えするため、所得の少

ない方や子育て世帯主を対象としたプレミアム

付商品券の販売を行うものです。 

 商品券は対象者１人につき最高で２万５００

０円分の商品券を２万円で購入することができ

ることとなっております。 

 次に、１８ページ上段をごらんください。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費、

補正額３５００万円を計上し、補正後の額を５

億８７４３万６０００円としています。 

 財源は、特定財源の国県支出金として、交付

率２分の１の地方創生推進交付金１７５０万円、

一般財源１７５０万円としております。 

 説明欄のヘルスツーリズム事業（地方創生）

委託料３５００万円は、一般社団法人ＤＭＯや

つしろへの委託を予定しております。 

 ヘルスツーリズムといいますのは、旅行とい

う非日常的な楽しみの中で、健康回復や健康増

進を図る旅のことで、旅をきっかけとして、旅

行後も健康的な行動を持続することにより、豊

かな日常生活を過ごせるようになることを目的

とするものです。 

 そこで、本市におきましては、今後日奈久温

泉を核に全市的に八代ならではの観光戦略の大

きな柱の一つとして、ヘルスツーリズムを進め

たいと考えております。 

 地方創生推進交付金事業の実施期間を３年と

し、ヘルスツーリズム構想の策定、健康なプロ

グラムの開発及び商品造成、体験型健康プログ

ラムの試行などを予定し、交付金終了後も事業

を継続していく予定です。 

 今年度におきましては、マーケティング調査、

将来ビジョンコンセプト、ターゲットの設定、

ヘルスケア機能、実現手段に関する調査とヘル

スツーリズム事業に携わる人材の確保及び育成

を予定しております。 

 続きまして、１９ページ下段をごらんくださ

い。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費、補正額４億４９３８万８０００円

を計上し、補正後の額を６億８７７２万７００

０円としております。 

 財源は、特定財源の国県支出金の内訳として、

国の埋蔵文化財緊急調査費補助金６１０万９０

００円、県の熊本県文化財保存整備費補助金６

１万円、地方債は合併特例債で４億１５３０万

円、一般財源２７３６万９０００円としており

ます。 

 説明欄上段の埋蔵文化財緊急発掘調査及び保

存処理事業については、国史跡八代城跡群、古

麓城跡、麦島城跡、八代城跡を構成する八代城

跡北の丸の整備を進めるため、お堀部分の確認

調査に係る経費について補正するものでござい

ます。 

 次に、民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備事業

につきましては、ユネスコ無形文化遺産に登録

された八代妙見祭を初めとする市内各所の無形

民俗文化財を収蔵、展示することによる文化財

の保存継承、各保存団体の交流促進、クルーズ

船観光客などのインバウンド需要に対応するた
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めの拠点として、民俗伝統芸能伝承館（仮称）

の建設に係る経費について補正するものです。

節の委託料７５９０万８０００円の内訳は、埋

蔵文化財緊急発掘調査・保存処理事業委託費と

して１２２１万８０００円、民俗伝統芸能伝承

館（仮称）工事管理業務委託費１１０４万円、

同施設内の展示物などの制作業務委託費５２６

５万円です。 

 工事請負費３億７３４８万円は、民俗伝統芸

能伝承館（仮称）の建設工事費としています。

なお、同施設の建設に係る工事管理業務委託、

展示物など制作業務委託、建設工事費の総額を

１１億４６００万円としており、今年度と来年

度の２カ年度にわたる継続費として提案させて

いただいております。 

 最後に２０ページをごらんください。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目３・社

会体育施設費、補正額５５０万円を計上し、補

正後の額を２億７６５万９０００円としており

ます。 

 財源は、全て一般財源で、説明欄の総合体育

館施設整備事業は、駐車場整備に係る工事請負

費５５０万円としております。 

 これは、２０１９女子ハンドボール世界選手

権大会開催に当たって、八代会場に多くの人や

大型バスなどが往来することから、総合体育館

の出入り口の安全性を高めるよう大会組織委員

会から指摘があったことなどから、駐車場の拡

幅工事及び来場者通路の整備に係る費用を補正

するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） プレミアム付商品券事

業についてお伺いをいたします。 

 前回、このような審議の中で見た目でですね、

結果的にあのような混乱を引き起こしたという

ことで、いろいろあったんですが、そのときは

想像でけんだったですもんね。そうねっていう

形で承認したというふうに思っとっとですが、

今回いろいろ話を聞く中でですが、執行部の中

で、前回の混乱はないんですよというものがで

きたという自負はありますか。任せてください

というような、何といいますか、変な質問です

ばってん、結局わからんですたい、専門の方が

つくられるっとですけん、細かなところまでわ

からんですし、そこは執行部を信じるしかなか

っですが、そのようなものができたという自負

があれば、聞かせてもらえれば。 

○委員長（成松由紀夫君） 簡潔によろしいで

すか、執行部。どこが答えます。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） おはよ

うございます。(｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）経済文化交流部の中でございます。 

 前回の反省点といいますか、その点で一番大

きかったのは、販売時の混乱かというふうに考

えております。今回は、販売に当たりましては、

市の窓口で直接販売いたします以外に、市内の

郵便局さんと連携をいたしまして、３０カ所程

度窓口を開いていただいて販売をするようにい

たしております。一番混雑が生じました販売拠

点については、こちらで混乱を招くことがなく

できるというふうに考えております。 

 また、換金ですね、業者の方を少し待たせて

おりましたので、そこあたりの改善の方法も、

また民間業者と契約するなど改善の方法を考え

ておりますので、混乱を招くような事態はない

というふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 了解しました。 

 教育費についてです。民俗伝統芸能伝承館に

ついてお伺いをいたします。 

 もう予算、工事に入るだけというような状況

の中ですが、厚生会館を使われんとなあという
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話をですね、何件か伺いました。どこが使えな

くて、いつまで使えないかというような話を、

ちょっと聞かせてもらえんですか。何件かちょ

っとお問い合わせのあったもんですけん。 

○文化振興課長（沖田丈房君） おはようござ

います。(｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

文化振興課、沖田です。 

 今お尋ねの厚生会館の休館につきましては、

伝承館の工事中、来年、再来年ですね、再来年

３月までの完工を目指しておりますけれども、

この間は工事期間ということで、ホールのほう

も使えないという状況になっております。（委

員亀田英雄君「全体も、休館ですね」と呼ぶ）

全体といいますか、今度の伝承館の建設に伴い

まして、今ありますホールと別館という事務所

とか会議室がある棟があるんですけども、この

別館のほうは解体を行います。そのため当然使

えなくなりますので、ホールだけ残るんですけ

れども、ホールのほうも工事期間中は危ないと

いうこととか、あと、機械室の撤去等もありま

して、機械等の電源等がとれない、そういう理

由をもちまして、しばらくの間休館という取り

扱いを考えております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、なら、大

ホールのほうは使わるっとですかね。だけん、

全部使われんとですか。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 大ホールのほ

うにつきましても、建物は残るんですけれども、

別館とあわせて、後ろにあります機械室という

のを壊します。ここに電源ですとか、空調の機

械とかがありまして、これも一回撤去する関係

で、ホールのほうは使用できない状況になると

いうふうに考えております。 

 以上です。（委員亀田英雄君「わかりました」

と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（北園武広君） １８ページのヘルスツ

ーリズム事業に関して御質問いたします。 

 事業費が３５００万ということで、調査項目

等、先ほど説明があったわけですけども、でき

ましたら、その事業費の内訳等がわかりました

ら、教えていただければ。 

○観光振興課長（田中辰哉君） おはようござ

います。(｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

田中でございます。 

 ただいま委員からありました、今年度の３５

００万の事業の内訳についてお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

 ３５００万のうちにですね、５００万、こち

らについては、先ほど次長のほうからも説明が

ありましたけども、ヘルスツーリズムを構築し

ていくため、また３年後、かけて、旅行商品を

つくっていくための人材育成ということで５０

０万は上げております。 

 残り３０００万につきまして、大体、約半分

ぐらいをですね、ヘルスツーリズムの構想、計

画づくりというふうに考えております。残りの

半額については、また、それに伴う活動、実際

にですね、職員が現地に行って、いろんな素材

を集めたりとかですね、旅行会社の招請事業と

か、メディアを使ったＰＲとか、そういった活

動もですね、あわせてやっていきたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（北園武広君） マーケティング調査と

いうことであるんですけども、委託先がＤＭＯ

やつしろということで、これでいきますと、日

奈久地区にある観光資源のさらなる調査という

意識でよろしいでしょうか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 今回ですね、

事業としては日奈久温泉を核として、八代の市

内全域のですね、それぞれの持つ魅力、これを

結びつけて、ヘルスツーリズムという形に仕上

げていきたいというふうに思っているところで
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ございます。 

○委員（北園武広君） わかりました。ありが

とうございます。 

○委員（西濵和博君） １９ページ、教育費、

目６・文化財保護費のうち、埋蔵文化財緊急発

掘調査及び保存処理事業について、確認の意味

でお尋ねさせていただきたいと思います。 

 御説明を受けましてですけれども、この事業

は、御案内のとおりの確認調査をなさるという

ことなんですが、一般の方からすると、確認調

査ってどういう行為、作業をなさるのかなあと

いうふうに思われる方多いと思いますので、も

う少し詳しく御説明いただけたら幸いです。 

 ２点目なんですけれども、北の丸ですかね、

の調査対象エリアですけど、堀跡といいますと、

今現存する、平面でいいますと、どういったと

ころをなさる御予定なのか、それもあわせてお

尋ねいたします。 

 以上です。 

○文化振興課長（沖田丈房君） まず、確認調

査ですけれども、済みません、まず、場所なん

ですけれども、一中の前にあります市立図書館

の東側ですね、ここにあります、今、池になっ

ているところ、ここの一番図書館側、ここをず

っと調査することになります。 

 一応調査の内容としましては、重機を持って

きまして、そこのトレンチ内の、トレンチを設

定します。幅５メーター、長さ３０メーター、

これを、重機をもちましてたまっている土を除

去しまして、除去した後、発掘作業員による出

土の遺物等の写真とか、そういうのを撮ること

になります。 

 あと、そこには石垣が多分あると思われます

ので、この石垣の検出と確認を行って、埋め戻

さず、そのまま現状のままで確認調査を終了す

るという形になるかと思います。よろしいでし

ょうか。 

○委員（西濵和博君） おおむねイメージがつ

かめました。 

 ここでちょっとお尋ねなんですけれど、こう

いう御予定が、この予算といいますか、期間中

あるかなということで、震災によりましてから、

八代城の石垣が一部崩落した、復旧なさりまし

た。ＮＨＫでも拝見させていただいたんですけ

ど、市におかれましては、復旧だけでなく、そ

の途中において、市民の方々にもですね、現場

の状況あたり、見学会を開かれて、広く好評だ

ったなというふうに受けとめてますが、今回こ

の調査に当たっては、そういうような事柄、市

民に公表される、あるいは見学会あたりは御予

定にありませんでしょうか。 

○文化振興課主幹兼文化財係長（米崎寿一君） お

はようございます。(｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）文化振興課の米崎です。 

 委員からの御質問の件でございますけれども、

今回の御予算のほうで計上しております調査費

ですけれども、今後ですね、令和４年度、２０

２２年度が八代城築城４００周年という時期に

なります。そちらに向けましてのですね、保存

整備計画策定のための事前の確認調査と、整備

するのにどういった影響があるか、そういった

ところを検討してます。 

 調査自体はですね、先ほど課長のほうから説

明ございました、約１５０平米という小規模な

ものになりますので、今後整備の竣工後ですね、

令和４年度の築城４００周年に向けて、そうい

った市民向けの見学会等のほうは、随時企画の

ほうはいたしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（西濵和博君） 非常に前向きといいま

すかですね、開かれた行政の展開かなというふ

うに評価したいと思います。よろしくお取り計

らいお願いします。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 
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○委員（髙山正夫君） 先ほどちょっと、初め

て厚生会館の関係でございますけど、事務棟も

なくなるということでございましたが、厚生会

館休館中の対応事務というのは、どちらのほう

でされるんですか。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 対応事務につ

きましては、今ある電話番号を留守電にしまし

て、鏡文化センターのほうへ電話をいただくよ

うにということで、留守電を入れております。

今おる、厚生会館は職員２名なんですけど、こ

れも解体後は文化センターのほうで勤務する形

になりますので、そのような形で対応を考えて

おります。 

 以上です。（委員髙山正夫君「ありがとうご

ざいました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ござい

ませんか。 

○委員（髙山正夫君） 今の厚生会館の関係で

すけども、もう長年親しまれて、そうですね、

長期休館になるかと思います。いろんな市民か

らの問い合わせ等あると思いますので、対応の

ほうよろしくということと、あと、プレミアム

付商品券についても、発券に当たって、万全の

対策をもってですね、市民に誤解なきようよろ

しくお願いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（北園武広君） 先ほどのヘルスツーリ

ズムの件ですけども、せっかく八代市全体のマ

ーケティング調査ということの内容だったかと

思うんですけども、せっかくつくった健康プロ

グラム、それとマーケティングの内容、それ、

つくるだけが目的じゃなくて、それを活用する

だけの地区の連携の体制づくりというのにも、

できたらですね、力を入れて、注いでもらった

ら、調査した内容が実のあるものになるんじゃ

ないかなというふうに思ってますんで、八代地

区全体を捉えた中での連携というとの体制づく

りというのにもよろしくお願いしたいなという

ふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第３５号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第２号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部改

正について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、条例議案の

審査に入ります。 

 議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○文化振興課長（沖田丈房君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）文化振興課、沖田です。 

 議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部改

正について説明させていただきます。恐れ入り

ます、着座にて御説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 議案書８１ペ

ージをお開きください。 

 議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部改

正について、八代市厚生会館条例の一部を次の
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ように改正するものとする。 

 提案理由としましては、八代民俗伝統芸能伝

承館（仮称）の建設に伴う解体工事により使用

できなくなる大集会室等の使用料金等に関する

規定を廃止するに当たり、条例の改正が必要と

なるものです。 

 先ほど補正予算でも説明しましたけれども、

八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）は、現在の八

代市厚生会館の集会室、レストラン及び事務所

がある別館、その南側にあります機械室を解体

し、その跡地と南側の駐車場を用地として整備

を進めるものでございます。 

 このため、解体される別館の貸し出し部分で

ある大・中・小の集会室及び和室の使用料金、

それとレストラン設置の根拠である目的外の使

用に係る規定を、今回削除するものでございま

す。 

 ８２ページをごらんください。 

 まず、第１７条を削り、第１８条を第１７条

とし、第１９条を第１８条とし、第２０条を第

１９条とする。 

 今回削除いたします、現在の第１７条は、地

方自治法の規定に基づく目的外の使用に係る使

用料を、別表３に規定することをうたったもの

であり、具体的には、先ほど申しましたとおり

レストランの設置がこれに当たったものです。 

 以下、第１７条を削除して、以後の条文を繰

り上げるものとなっております。 

 次に、別表第２の備考以外の部分を、次のよ

うに改める。 

 別表第２の削除する部分は、先ほど説明いた

しました、各集会室及び和室の使用料の規定部

分に該当するものです。 

 なお、今回残りますホワイエというのは、解

体しないホールの入り口部分、いわゆるロビー

部分だけの使用料を規定したものとなります。 

 最後に、別表第３を削る。 

 別表第３のほうは、先ほど第１７条の規定に

基づきまして、目的外の使用料を規定したもの

で、該当する条文の削除に伴うものとなってお

ります。 

 以上、御説明を終わらせていただきます。御

審議方よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） 廃止されるということ

であるが、何といいますかね、西側の部分、ど

っちですかね、お堀側の反対の部分は、その機

能は、もう再建されないという話なんですね。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 厚生会館の建

物としては復活はいたしません。ただ、今回整

備します伝承館の中で会議室等を設置すること

で、その補充といいますか、補完をするように

考えております。（委員亀田英雄君「わかりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。あ

りませんか。 

○委員（亀田英雄君） 一般質問でもあったん

ですが、なるだけ混乱のないように、周知方よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４７号・八代市厚生会館条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、
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本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５８分 本会） 

◎議案第４８号・八代市水道事業給水条例及び

八代市簡易水道事業給水条例の一部改正につい

て 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４８号・八代市水道事業給水条

例及び八代市簡易水道事業給水条例の一部改正

についてを議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（松田仁人君） お世話になります。

水道局の松田です。どうぞよろしくお願いいた

します。座りまして説明させていただくことを

お許しください。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） それでは、議案書

８３ページから８４ページとあわせまして、別

途お配りしております、議案第４８号・八代市

水道事業給水条例及び八代市簡易水道事業給水

条例の一部改正について、関係資料というのが

あると思います。そちらのほうもお願いいたし

ます。 

 それでは、議案第４８号・八代市水道事業給

水条例及び八代市簡易水道事業給水条例の一部

改正について、御説明いたします。 

 改正の理由でございますが、水道法の一部が

改正する法律が、平成３１年４月１７日に公布

され、一部の規定が令和元年１０月１日から施

行されます。この改正法第１条における水道法

施行令の一部改正に伴い、引用条項の整理を行

うものです。 

 本条例の改正内容でございますが、施行令の

第４条が新設されたことによりまして、これま

での４条以下の条項が繰り下げとなるために、

議案第４８号関係資料の新旧対照表のとおり、

条例を改正するものでございます。 

 なお、施行期日は令和元年１０月１日からと

するものです。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 結局、何か値上げのよ

うになるような気がすっとですが、それは違い

ますか。してありますか。 

○水道局長（松田仁人君） 今、委員の御質問

のですね、につきましては、料金のほうは、ま

た後の条例で、一応御説明します。今のはちょ

っと違います。（委員亀田英雄君「失礼しまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４８号・八代市水道事業給水条例及び

八代市簡易水道事業給水条例の一部改正につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４９号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第４９

号・八代市簡易水道事業給水条例の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 
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○水道局長（松田仁人君） 引き続きまして、

座らせて説明のほうをさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） まず最初におわび

のほうをですね、申し上げたいと思います。 

 先日、お配りになりました条例文の一部に漏

れがありましたので、先ほどですね、朝一番に

ですね、正誤表が配付されたと思います。大変

御迷惑をおかけしました。 

 それでは、議案書８５ページから８６ページ

とあわせまして、別途お配りしております、議

案第４９号・八代市簡易水道事業給水条例の一

部改正について、関係資料①と、横版になって

おります、議案第４９号・八代市簡易水道事業

給水条例の一部改正について、関係資料②とい

うのをお願いします。 

 それでは、議案第４９号・八代市簡易水道事

業給水条例の一部改正について、御説明いたし

ます。 

 まず、改正の理由でございます。簡易水道事

業は、施設の老朽化等に伴いまして、現在計画

的に改良、整備を進めているところですが、地

理的にも建設コストが高い上に、少子高齢化、

人口減少など社会の変化等に伴い、水の需要は

減少し、料金収入の増加が見込めないというこ

とから、事業の安定的な経営が非常に厳しい状

況にあります。 

 また、水道事業は、急激な社会情勢の変化に

おいても撤退することが許されず、将来にわた

って施設を維持し続ける必要があるため、施設

の老朽化対策を先送りすることは、水道水の安

定供給を損なうばかりでなく、将来世代への負

担増が懸念されています。 

 そこで、平成３１年３月に、八代市水道事業

審議会を開催しまして、簡易水道料金の改定に

ついて諮問を行い、その答申に基づき料金改定

を行うものでございます。 

 なお、今回の条例改正におきましては、料金

及び手数料については、これまで内税方式でご

ざいましたけども、外税方式による表示を行っ

ております。 

 それでは、本条例の改正内容を御説明いたし

ます。 

 別紙、議案第４９号、関係資料①のほうを見

ていただければと思います。①に新旧対照表を

ですね、記載しておりますが、現行が内税で、

改正後が外税となっているために、比較しづら

い部分もあると思いますので、別紙、議案第４

９号、関係資料②、簡易水道料金新旧対照で説

明をさせていただきます。 

 関係資料②の現行の欄に、下線の各金額と、

括弧書きの金額がありますが、下線の金額が税

抜きの金額となっております。括弧書きの金額

が、これまでの条例で表示されている税込みの

金額となっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 平均改定率は１０％となっておりまして、一

般用の基本料金が、税抜きの１３００円から１

４３０円へ、超過料金が、税抜きの１４０円か

ら１５４円へ改定となります。ただし、今回の

改定では、一般用の東陽町箱石地区が、これま

で独自の料金体系でございましたが、ほかの地

域の料金と統一を行い、先ほど御説明しました

料金体系となります。 

 また、臨時用の料金につきましては、これま

で税抜きの水量１立方メートル３００円から、

水量１立方メートル３３０円となります。 

 表の一番下にあります泉町放任地区は、定額

制の税抜きの月５００円でございましたが、税

抜きの月５５０円というふうになります。 

 なお、この条例の施行日は、令和元年１０月

１日を予定しております。 

 最後になりますが、今後とも市民の視点に立

ち、健全な経営を維持しながら、水道事業の使

命である低廉で良質な水道水の安定供給に引き

続き努めてまいります。 
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 以上で説明を終わらせていただきます。御審

議方よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 先ほどの質問になりま

すが、一般家庭で平均どのくらいの値上げにな

ると観測されておりますか。 

○水道局長（松田仁人君） 一般家庭におきま

してはですね、基本的に１３ミリの口径のメー

ターをつけております。基本料金でいきますと、

これまで１４６０円でございましたが、それが、

次回からはですね、１６３０円ということにな

りますので、１７０円の値上がりになります。 

 大体、そうですね、それからですね、基本的

に２人世帯、２０トンの水で、大体２人世帯と

ちょっとぐらいのですね、人数の方が住まわれ

るとすればですね、これまでの料金でいきます

と３６７０円、その金額が、これまで、済みま

せん、３２８０円でしたのが、今回の改定で３

６７０円ということで、３９０円の値上げにな

ります。 

 これは、済みません、１０月からの消費税が

１０％改定のですね、金額でちょっと御説明さ

せていただきました。申しわけありません。よ

ろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４９号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室ください。（｢ありがとうご

ざいました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎平成３０年陳情第６号・御小袖塚及び護国山

顕孝寺跡並びに周辺史跡の保存及び整備方につ

いて 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、請願・陳情

の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送にて届いておりま

す要望書については、写しをお手元に配付して

おりますので、御一読いただければと存じます。 

 今回当委員会に付託となっておりますのは、

継続審査の陳情１件及び新規の陳情２件であり

ます。 

 それでは、まず、継続審査となっております、

平成３０年陳情第６号・御小袖塚及び護国山顕

孝寺跡並びに周辺史跡の保存及び整備方につい

てを議題といたします。 

 要旨は、文書表のとおりでございます。 

 本件について、御意見等はありませんか。 

○委員（西濵和博君） 継続審査となってまし

た案件でございます。前回執行部からの説明を

参考までにお聞きしたところですが、今回も、

その後の状況等を含めて、担当課のお話を伺え

ればと思いますが、御提案いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、執行部に説明

を求めるという御意見が出ておりますが、いか

がいたしますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま委員から、

執行部の説明を聴取したいとの御意見が出され

ました。 

 本件について、執行部から説明を求めること

に御異議ありませんか。 
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（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

執行部に説明を求めることといたします。 

 小会します。 

（午前１１時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１１分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、執行部からの説明を

求めます。 

○文化振興課長（沖田丈房君） お手元にあり

ます資料をごらんいただければと思います。 

 継続審査になっております御小袖塚及び護国

山顕孝寺跡並びに周辺史跡の保存及び整備方に

ついての陳情につきまして、市の指定史跡とな

っておりますが、それぞれ所有者、管理者のほ

うを調査したところでございます。 

 調べますと、所有者につきましては、当時

の、多分地域名、自治会のような形で、４件で

登録がされております。 

 また、管理者はそれぞれ書いてありますとお

りでございます。 

 この所有者のほうの後継団体、これのほう

を、現在調べております。前回から、陳情の継

続になりました後から、随時調べていたところ

でございますが、現況と課題というところにあ

りますとおり、継承団体の調査がうまく進んで

いないということでございます。 

 管理者につきましても、１件につきましては

不在で、連絡をとっておりますが、まだ連絡が

とれておりません。 

 なお、下段のほうにありますとおり、調査の

過程で、九州新聞の明治４３年１２月１日付の

記事のほうを見つけまして、このときに御小袖

塚保存会というのが設立され、玉垣の築造と記

念碑設置が行われたということで、このような

事実は判明しているところでございます。 

 今後につきましては、引き続き所有者、管理

者の調査を行って、その意向を確認した上で、

必要に応じて修復整備、活用等について支援、

補助等を図っていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま説明が終

わりましたが、以上の部分について、御意見等

はありませんか。ありませんか。 

○委員（西濵和博君） ただいま執行部からの

御説明を伺ってですが、前回この陳情を受けて

からの対応状況の御説明もあって以降、鋭意調

査等取り組まれていることがうかがい知ること

ができました。 

 繰り返しになりますけれども、当該施設の所

有者なり、管理者なりが、まだ調査中というこ

とで、この取り計らいをするに当たっては、当

事者でいらっしゃる設置者、所有者が判明する

ということが非常に大事な要因、ポイントなの

かなあというふうに認識しておりますので、現

状においては引き続き、執行部の調査の今後の

状況を確認することが必要かなというふうに思

いますので、引き続き継続審査がよろしいかと

いうふうに、私は思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 今、継続審査１件

の御意見が出ておりますが、ほかになければ、

継続審査を諮ってまいりたいと思いますが、御

異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、お諮り

いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成３０年陳情第６号・御小袖塚及び護国山

顕孝寺跡並びに周辺史跡の保存及び整備方につ
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いては、継続審査とするに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は継続審査とすることに決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１５分 本会） 

◎陳情第２号・最低賃金の大幅引き上げと全国

一律制度及び開かれた最低賃金審議会のあり方

を求める意見書の提出方について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、新規に付託となりました陳情第２号・

最低賃金の大幅引き上げと全国一律制度及び開

かれた最低賃金審議会のあり方を求める意見書

の提出方についてを議題とします。 

 要旨は、文書表のとおりですが、念のため、

書記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、御

意見等ありませんか。ありませんか。 

○委員（西濵和博君） 今回出されました陳情

については、労働者の立場からしますと、確か

に一定程度御主張の内容は、書いてあることも

うなずける部分があると思うんですけれども、

ちょっと気になりますのが、一方、雇用者側に

してみますと、賃金を払う側ですよね、中小企

業や全国の、例えば、チェーン店あたりにしま

すと、人件費支払いに直結しますものですか

ら、大幅な負担増につながって、地方経済への

影響もどうなるのかなというのは、広義的には

考える必要があるんじゃないかなというふうに

思うところがございます。 

 例えばなんですけれども、全国展開している

コンビニ、約、今６万店舗にも及ぶと言われて

おりますが、ここ２年ぐらいで、ある地域では

５０円程度、人件費が、時給上がっておりま

す。これを、例えば、２４時間営業でございま

すので、１カ月に５０円を掛けてみますと、１

人当たり人件費が約４万上がるというふうに計

算されるということです。常時店舗に２人を配

置した場合、８万人件費アップ、３人だと１２

万アップ、２.５人と考えれば、１店舗につき

１０万円人件費を多く支払うということになる

わけでございまして、これが全国で取り扱うと

すると、ざっと計算して月額６０億円、年に７

２０億円という形になるわけですよね。これ、

コンビニだけに限った試算なんですけど。そう

しますと、その財源を、仮に政府側から店舗に

何がしかの形で支援しようとするならば、莫大

な国家予算と、国民の税金も一定程度賄わなけ

ればならないということになろうかと思いま

す。 

 一方で、コンビニというのは、皆さん御案内

のとおり、フランチャイズでロイヤリティーを

本部のほうに払いますけれども、人件費相当額

は各店舗で賄わなければいけないということ

で、いかんせん一律ということになると、都市

部で売り上げが上がるところは対応できるのか

もしれませんけど、地方部で売り上げがさほど

ないところについては、人件費相当額を売り上

げで収益を上げられるのかなというふうにも思

いますもんですから、非常に慎重に取り扱うべ

き点も多々あるんじゃないかなというふうな気

がいたします。 

 これまでの経過をたどりますと、政府が所得

向上政策として取り組んできた成果として、こ

こ３年間は毎年度最低賃金３％ほど上がってき

ているという状況もございますし、今後、加重

平均として１０００円を目標にする、時給１０

００円を目標にするというのは、国も掲げては

おりますので、今しばらくは、国のお取り組み

を静観する、見守るというふうなスタンスが、

地方議会でも適当じゃないかなと、私個人思う

ところでございます。 
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 したがいまして、本件については、現時点で

結論を得るには至らないかなというふうに思い

ますので、審議未了が適当と思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） 同意見なんですが、ど

げん、審議未了にするかな。自民党内でもって

書いてあっとが、これがほんなものなら、一回

継続することも考えんちゃよかろうかなという

ふうな気もいたしますが、その辺な、皆さんの

話なんですが、一回継続してみること、その中

の一つか、選択肢の一つかなという感じがいた

しますが。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、小会い

たします。 

（午前１１時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 ほかに御意見等ございませんか。よろしいで

すか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、お諮り

いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第２号・最低賃金の大幅引き上げと全国

一律制度及び開かれた最低賃金審議会のあり方

を求める意見書の提出方については、閉会中継

続審査の申し出をしないこと、並びに結論を得

るに至らなかったこと、すなわち審議未了とす

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎陳情第３号・八代市食肉センター跡地利活用

について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、陳情第３号

・八代市食肉センター跡地利活用についてを議

題といたします。 

 要旨は、文書表のとおりですが、念のため、

書記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（成松由紀夫君） 朗読が終わりまし

たが、小会いたします。 

（午前１１時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３７分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 何か御意見。 

○委員（亀田英雄君） 前回、これまで同様の

陳情が出ていたように思います。前回の経過も

含めて、執行部の説明を、お話を聞ければなと

いうふうに考えますので、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま亀田委員

から、執行部の説明を聴取したいとの御意見が

出されました。 

 本件について、執行部から説明を求めること

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、執行部に説明を求めることといたします。 

 小会します。 

（午前１１時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５４分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 何かございませんか。 

○委員（髙山正夫君） 私は、西宮、地元議員

として一言申し上げたいと思います。 
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 この跡地利用に関しては、地域の住民自治役

員関係、いろんな自治関係役員に話を伺ったと

ころ、この跡地利用については、西片西宮線が

できた後にいろいろ考えていきたいというふう

な町民の意見がほとんどでございましたので、

本内容の要望に関しては、十分住民の総意では

ないということで、私のほうからは、審議には

値しないものと考えております。 

○委員長（成松由紀夫君） 結論を得るに至ら

なかったことということでよろしいですかね。 

○委員（髙山正夫君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、お諮り

いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第３号・八代市食肉センター跡地利活用

については、閉会中継続審査の申し出をしない

こと、並びに結論を得るに至らなかったこと、

すなわち審議未了とするに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は審議未了とすることに決しました。 

 執行部は御退室ください。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０６分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件であります。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して４件、水道事業に関する諸問

題の調査に関連して１件、執行部から発言の申

し出があっておりますので、これを許します。 

                              

・水道事業に関する諸問題の調査（日奈久地区

浄・配水施設更新基本計画の報告について） 

○委員長（成松由紀夫君） それではまず、日

奈久地区浄・配水施設更新基本計画の報告につ

いてをお願いいたします。 

○水道局長（松田仁人君） お世話になります。

よろしくお願いします。座りまして説明をさせ

ていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） 日奈久地区浄・配

水施設更新基本計画が５月末で策定されました

ので、内容につきまして、若干御報告をさせて

いただきます。 

 現在日奈久地区で稼働しておりますポンプ場、

配水池等の施設は、昭和４２年度に整備されて

おります。既に稼働から５０年以上が経過し、

老朽化が進んでおり、今後どのように再整備し

ていくのかが大きな課題となっておりました。 

 特に、熊本地震を受けまして、平成２９年度

に行った日奈久配水池の耐震診断におきまして、

耐震不足との判定結果となり、急傾斜地に設置

されていることから、非常時の給水拠点として
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利用しがたいとの指摘も受け、新たな配水池の

検討を進めたほうがよいとの総合評価となりま

した。 

 さらに、日奈久配水池直下の住民の方々から

は、現在の配水池が急傾斜危険箇所かつ日奈久

断層の近くに位置しているため、万が一破損し

た際の２次災害を懸念する声もいただいていた

ところでございます。 

 そこで、日奈久地区の水道施設について、ど

のように再整備していくかを検討するため、昨

年から日奈久地区浄・配水施設更新基本計画業

務委託を行い、このほど報告書が完成しました

ので、御報告させていただくものです。 

 まず、今回の基本計画策定に当たっての留意

事項につきまして、災害リスク等を踏まえ、施

設の建設及び維持管理が安全かつ容易に行える

とともに、合理的、経済的となるよう配慮し、

策定しております。 

 今回の報告書では、施設整備の方向性につい

て、ケース１からケース５のパターンを作成し、

災害リスク、事業費、維持管理費を含めて比較

検討した結果が報告されております。 

 今後は、この報告書の結果をもとに、内部で

も慎重に検討を行いながら、施設整備を進めさ

せていただくことになりますので、さまざまな

予算の確保等につきまして、今後とも御理解、

御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 若干、別紙で資料をお配りしておりますが、

簡単に説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、こちらのＡ３判の用紙があると思いま

すが、今現在日奈久地区の配水施設につきまし

ては、左側のページ、一番上にですね、高田水

源地というのがあります。そこから下のほうに

行きまして、日奈久地区のほうのですね、日奈

久浄水場というところがありますので、そちら

に水を一回送ります。それから、日奈久地区の

浄水場から配水池、ちょっと高目、山の上にで

すね、タンクがあります。そちらのほうに水を

送っているような状況でございます。 

 今現在の日奈久配水池のですね、浄水場とい

うのが、右側のほうのページにですね、青い部

分が、四角の青い部分、それが浄水場です。そ

れから、丸い部分がですね、山の上のほうにな

りますが、日奈久配水池ということになります。 

 今回これをもとにですね、報告書の中で比較

検討しました表が、こちらの表になります。一

覧表になります。 

 まず、ケース１からケース５でですね、一応

比較検討しておりますが、左側のほうにですね、

施設の概要、それから総合評価、災害リスク、

それから施工性、維持管理性、区域拡張性、そ

れとイニシャルコスト、建設コストですね、事

業費です。それから、今後維持管理するための

ランニングコストを出しております。そのラン

ニングコストとイニシャルコストをですね、合

計したのが一番下の数字ということになるんで

すが、大体見ていただけばわかるんですが、一

番左のですね、ケース１というのは、既存の施

設を使うということでしております。そういう

計画でおります。 

 最終的にですね、１から５まであるんですが、

最終的に、うちのほうで、今現在検討を進めて

いるのは、ケース４ということで、一応進める

予定でございますので、御理解のほどよろしく

お願いしたいと思います。 

 今後いろんな予算等が絡んできますので、御

協力のほどお願いいたします。 

 以上で説明のほう終わらせていただきます。

よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

日奈久地区浄・配水施設更新基本計画の報告に

ついてを終了いたします。 

 執行部入れかわりのため小会いたします。 
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（午後０時１１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１２分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（フ

ードバレーやつしろ基本戦略構想の改定につい

て） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、フードバレーやつしろ基本戦略構想の

改定についてをお願いいたします。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） フー

ドバレー推進課の豊田でございます。よろしく

お願いします。では、説明のほうは着座にてさ

せていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） それ

では、フードバレーやつしろ基本戦略構想の改

定について、御説明いたします。 

 資料といたしまして、カラー刷りのフードバ

レーやつしろ基本戦略構想、改定版を配付させ

ていただいておりますが、説明につきましては、

改定の要点をまとめました、表紙にフードバレ

ーやつしろ基本戦略構想の改定について（所管

事務調査資料）にて説明をさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の１ページをお願いいたしま

す。 

 今回の改定の趣旨でございますが、本構想は、

平成２６年３月に策定をされ、これまで関係各

課、機関・団体の協力をいただきながら推進し

てきたところでございます。しかしながら、策

定から５年を経過する中で、当時には想定され

なかった大型クルーズ船の寄港やＴＰＰ１１等

の海外取引に係る状況など、社会状況の変化が

ございます。そこで、これらの変化に対応する

ため改定を行うものでございます。 

 次に、改定の視点でございますが、こちらに

つきましては、今御説明をいたしました社会状

況の変化を反映した内容を加えること、あわせ

まして、戦略の方向性と基本戦略の関連につい

て、よりわかりやすい体系となるよう心がけて

整理をさせていただいたというところでござい

ます。 

 次に、改定に係るスケジュールにつきまして

は、昨年１１月、１２月に八代市フードバレー

推進本部会議及び幹事会にて、改定について進

める旨の承認をいただき、順次検討を進め、本

年の３月の推進本部会議にて、改定案が承認さ

れたところでございます。 

 その後、市民の皆様の意見を聞く機会といた

しまして、パブリックコメントを実施し、その

結果とあわせて、５月３０日の本部会議にて改

定の承認をいただいております。 

 次に、資料をおめくりいただきまして、２ペ

ージをお願いいたします。 

 パブリックコメントの実施結果でございます。

４月の１５日から５月の１０日にかけまして、

市のホームページ、各支所、それからコミュニ

ティセンターにて募集をいたしましたところ、

１９件提出をいただいたところでございます。 

 その意見の概要につきましては、戦略に係る

御意見というよりは、今後、各事業を進めるに

当たっての要望であったり、アイデア、また御

質問等でございました。 

 主なものを御紹介いたしますと、市内事業者

同士の交流会を通じた連携や大規模イベント開

催時のＰＲ、また研究機関や学校等との連携に

よる新商品の開発などでございます。 

 これらの要望、アイデアにつきましては、今

後各種事業を進める上で参考とさせていただく

ということにいたしているところでございます。 

 次に、基本戦略構想の改定内容について、体

系図にて御説明をいたします。資料、最後の３

ページをお願いいたします。 

 資料の左側の表が改定前、右側が改定後の体

系図でございます。 

 まず、先ほど、改定するに当たっての視点と



 

－23－

して御説明いたしました、わかりやすさでござ

いますが、具体的な例を１つ御説明いたします

と、資料の一番左、改定前の基本方針、①フー

ドバレーやつしろの地域ブランドづくりにつき

ましては、戦略の方向性といたしまして、特産

品を活用した高付加価値を示しておりますが、

その下の基本戦略では、高付加価値化につきま

しては、一つ右の豊かな自然と産業、特産品を

活用した６次産業化の基本戦略として位置づけ

られているということでございます。６次産業

化につきましては、今御説明しました関係と逆

の位置づけというようなことになっておりまし

て、非常にわかりづらいため、今回の改定に当

たっては、体系的に見てもわかりやすく整理す

るとともに、状況の変化に対応するための項目

を追加させていただいたというところでござい

ます。 

 それでは、改定後の内容につきまして、右側

でございます、重立ったものを御説明をさせて

いただきます。 

 基本方針①、緑色のところでございます。フ

ードバレーやつしろの地域ブランドづくりでは、

戦略の方向性を、特産品等を活用した付加価値

の創造と特産品等の認知度向上といたしており

ます。 

 特産品等を活用した付加価値の創造の基本戦

略は、その下につながるところでございます。

魅力ある新商品の開発とこだわりを持った地域

内特産物の生産といたしまして、具体的にちょ

っと内容を御説明しますと、商品開発アドバイ

ザーの活用や、先ほどのパブリックコメントで

もございました、事業者間の情報交換、技術提

供による商品開発など、また、ＧＡＰ、ＨＡＣ

ＣＰ等の認証の取得促進、ＧＩ取得による他地

域との差別化を図ることといたしております。 

 次に、特産品等の認知度向上の基本戦略は、

大規模イベントや観光資源等を活用したプロモ

ーションの実施とマスメディア等を活用した効

果的な周知といたしまして、全国花火競技大会

や大規模スポーツ大会等の機会を活用し、特産

品等の販売、収穫体験を通じた消費者へのＰＲ、

またテレビや新聞、関係団体が運営するホーム

ページや機関紙等を活用した新商品や特産品等

の情報発信を行うとしております。 

 基本方針、１つ飛びまして、青色のところで

ございます。③八代がアジア、全国とつながっ

ていることが実感できる販路づくりでは、戦略

の方向性といたしまして、アジアを初めとする

海外への流通拡大と大都市圏を中心とした国内

での流通拡大といたしております。 

 アジアを初めとする海外への流通拡大の基本

戦略は、八代港の機能拡充・利用促進と海外の

販路開拓に取り組む事業者等の支援といたしま

して、国、県、港湾事業者等と連携を図り、港

湾機能の充実や貿易等に関する国、地域間の協

定や貿易相手国の検疫状況などについての情報

収集、提供、また輸出に関するセミナーの開催

など、海外への販路開拓に取り組みやすい環境

づくりを進めることといたしております。 

 次に、戦略の方向性、大都市圏を中心とした

国内での流通拡大では、基本戦略を市独自の販

路拡大、クルーズ船寄港を活用した販路及び消

費拡大といたしまして、大都市圏での物産展や

テストマーケティングの実施、地元の船食会社

と連携を図り、船内消費用の食材としての供給

などに取り組むことといたしております。 

 また、改定版、本編のほうでございますが、

こちらの中ほどから、資料編というものをつけ

させていただいております。こちらは、基本戦

略にひもづく各事業の成果等について、平成３

０年度の実施状況にて取りまとめているもので

ございます。本構想の進捗状況の確認資料とし

て、今後添付、更新をさせていただくというこ

とにいたしております。 

 なお、パブリックコメントの結果及び改定後

の基本戦略構想につきましては、今後速やかに
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公開の手続を行う予定でございます。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等はございませんか。ございま

せんか。 

○委員（西濵和博君） 質疑ではないんですけ

れども、今回これまでのお取り組み、構想から

５年たったということで、非常に内容もすっき

りして、交通整理していただいて、非常にお取

り組みを評価したいというふうに思います。 

 これはちょっと余談なんですけど、タイトル

が、フードバレーやつしろ基本戦略構想という

ことなんですが、実際に本日御提示の戦略にも、

いわゆる施策の部分をですね、盛り込んでのお

取り組みでありますし、あわせて御提示の資料

についても、改定版として、非常にきめ細かに

評価なさっていらっしゃるので、実質は、中身

は構想の領域から計画実践の段階にステップア

ップされているというふうに受けとめてますの

で、今後、次期でも結構ですので、構想という

部分は計画だとか、あるいは計画編だとか、そ

ういうふうにされたほうが実情に合うかなとい

うふうに思ってます。皆様のお取り組みを評価

する意味合いで御提案させていただきました。 

 以上です。よろしくお取り計らいお願いしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 御意見ですね。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

フードバレーやつしろ基本戦略構想の改定につ

いてを終了いたします。 

 執行部入れかわりのため小会いたします。 

（午後０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時２４分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（地

方創生推進交付金事業に係る効果検証につい

て) 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、地方創生推進交付金事業に係る効果検

証についてをお願いいたします。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課の

田中でございます。説明につきましては、着座

にて説明させていただきます。よろしくお願い

します。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○商工政策課長（田中 孝君） それでは、私

のほうから、お手元に配付の資料のうち、①八

代圏域ツナガルインターンシップ推進事業につ

いて御説明させていただきます。 

 説明のほうは、このＡ３の資料の１枚のほう

で御説明をしたいと思います。よろしくお願い

します。 

 まず、左上のところから、本事業の背景、目

的及び事業概要につきましては、資料の左上に

ありますように、本事業は、若者の本市からの

流出を抑制することを目的として、学生に市内

企業の魅力を知ってもらう機会を創出すること、

また、その手法の一つとして、実践的なインタ

ーンシップを活用する仕組みの構築に取り組む

ものでございます。あわせて、移住・定住を促

進するための側面支援も実施をいたしておりま

す。 

 取り組みました内容につきましては、資料右

側の表の中央、８番、事業実績に記載をしてお

ります。 

 そちらのほうから、最上段の、企業と若者の

交流拠点整備の部分でございますが、教育機関

と企業の仲介をする形で、短期、長期のインタ

ーンシップのマッチングや、求職者やその家族

を対象として、八代圏域内の企業を知っていた

だくための企業説明会の開催、そのほか企業の

採用力向上に向けました企業向けセミナーの開

催及び企業のインターンシップの紹介冊子の作

成などを行っております。 



 

－25－

 次に、企業の成長力強化支援、下の欄でござ

います。これにつきましては、市からの業務委

託という形で、専門知識や産学官のネットワー

クを有するコーディネーターを配置をしており

ます。そのコーディネーターが、対象となる企

業を定期的に訪問し、企業の技術的な課題等に

対し、解決のための助言や連携できる企業、ま

たは支援機関の紹介などを行うなど、地域企業

の育成に取り組みを行っております。 

 続きまして、③人口流出防止・人口流入増大

による企業人材確保支援、下の欄でございます。

これにつきましては、高校生による地域研究と

して、やつしろ学生ラボを実施し、その成果発

表として、シンポジウムの開催と研究成果を掲

載した冊子の作成、配布を行っております。 

 その下の欄、定住自立圏構想による広域連携

事業につきましては、本市に移住して来られた

人のための相談会の開催、民間団体が実施した

移住交流カフェへの支援、首都圏で開催された

移住・定住フェアへの参加、本市への移住・定

住についてＰＲを行うなど取り組みを行ってお

ります。 

 全体の事業費につきましては、最上段の中央

に記載をしております２９２１万５０００円で

ございます。 

 Ａ３の左側のほうに戻っていただきまして、

上から３つ目の７、本事業における重要業績評

価指標について御説明いたします。 

 平成３０年の欄でございますが、実績値とい

たしまして、上のほうから、高校等卒業者の八

代圏域内企業への就職者数につきましては、目

標１６２人に対しまして、実績１５８人。その

下の欄、１８歳から２２歳の若者の八代圏域へ

の定着率でございますが、目標９２％に対し、

実績が８５％。 

 続きまして、その下、本事業によるインター

ンシップ参加学生数につきましては、目標１６

４人に対して、実績が２０５人でございました。 

 その下の９番、事業の地方創生への効果につ

いてでございますが、記載のとおり、地方創生

に相当程度効果があったとしております。理由

といたしましては、成果指標といたしまして、

３項目中の一番下の欄の部分が目標達成してい

ると。 

 続きまして、１項目、目標まで届いているも

のの増加傾向にある、一番上の欄でございます

が、増加傾向にあると。ただ、真ん中の部分が

微減という結果であることから、おおむね成果

が得られているものと考えております。 

 続きまして、下の欄にございます、成果・課

題及び今後の方針のところでございますが、上

段の交流拠点整備関連のうち、交流拠点整備の

部分につきましては、まず左側、成果といたし

まして、関連の取り組みの効果が発現し、重要

業績評価指標となっているインターンシップ参

加学生数の目標の達成につながったことが挙げ

られます。 

 また、企業説明会や長期インターンシップを

介して就職に結びついた直接的な効果も出てき

ていると考えております。 

 その横、課題及び今後の方針のところでござ

いますが、まず、課題といたしまして、教育機

関から依頼を受けてマッチングを行っているイ

ンターンシップにつきましては、依然として、

従来の職場体験、職場見学的なインターンシッ

プがほとんどであり、本計画で目標としており

ます、企業の経営課題解決につながる実践的な

インターンシップとは言いがたいことから、今

後の方針として、課題解決型インターンシップ

のモデル構築が急務であると考えております。 

 加えて、地方創生交付金の期間終了後もみず

から自走できるような収益事業として、有料サ

ービスの構築、有料職業紹介事業の認可取得を

急ぎ取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、同じく成長力強化支援につきましては、

成果といたしまして、専門知識や産学官のネッ
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トワークを有するコーディネーターを配置した

ことにより、企業の成長に有効な新製品開発や

販路拡大に関して、行政では支援することが難

しかった部分につきましても支援ができるよう

になったと考えております。 

 次、課題及び今後の方針といたしましては、

この業務は誰にでも委託できる内容ではないた

め、コーディネーター１人では、記載のとおり、

物理的、時間的な限界があり、支援できる企業

に限りがあることが課題でございますが、事業

といたしまして、効果を図る上でも、まずは、

現在の認定企業に対しての支援を継続し、経営

力強化や雇用の拡大といった成果が得られるよ

う企業の育成を推進していきたいと考えており

ます。 

 続きまして、下の側面支援事業のうち、企業

人材確保支援に関しまして御説明をいたします。 

 成果といたしまして、参加した研究生が、こ

の取り組みを通じて市内企業やまちの魅力を再

発見し、地元定着志向が強くなった傾向が見ら

れたということが挙げられます。 

 課題及び今後の方針といたしましては、研究

生が少なかったため、カリキュラムをブラッシ

ュアップするなど、参加したくなる仕組みを検

討すること、あわせて研究成果を広範囲に浸透

させる方法について工夫することが必要だと考

えておりますので、引き続きライフプランセミ

ナーとして実施している学生ラボのブラッシュ

アップを図り、地域課題や市内企業が抱える課

題への解決策を検討することで、より深みのあ

る研究発表ができるよう検討を行ってまいりた

いと考えております。 

 また、同じく側面支援のうち、広域連携事業

に関しましては、成果といたしまして、本市に

移住した人のための交流会では、民間団体との

共同開催により継続開催され、移住者と近隣住

民との交流が行われていることでございます。 

 また、移住相談会等への参加では、そこでの

ＰＲをきっかけとして、１組６名の移住と、２

組４名の八代来訪があったことが挙げられます。 

 課題及び今後の方針といたしましては、移住

者向けの取り組みにおいて、相談実績がなかっ

た相談会は廃止するとともに、民間団体が実施

する移住交流カフェが継続されるよう支援を行

っていく必要があると考えております。 

 また、移住相談会に関する取り組みでは、移

住相談会以降のフォローを手厚く行っていくこ

とや、本市だけで提案できないケースについて

は、八代圏域全体で対応できる仕組みが必要で

あると考えております。あわせて、定住自立圏

八代市・氷川町・芦北町での連携を進めるとと

もに、地方企業への就労を希望する若者をター

ゲットとして、インターンシップ事業と連携し

た企業紹介など、移住希望者のニーズに対応し

ながら、移住やＵターンの増加を目指していき

たいと考えております。 

 以上、私のほうの説明は、これで終わらせて

いただきます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 改めまして、

観光振興課の田中でございます。私のほうから、

残りの２つの事業について御説明をさせていた

だきます。申しわけございませんが、着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 資料のほうは

ですね、こちらのカラー刷りの資料ということ

で進めていきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 まず１つ目の、地方創生推進交付金事業、海

外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジ

ェクトでございますが、これはですね、ＤＭＯ

やつしろを核に官民協働による観光地づくり、

交流人口の拡大、フードバレーやつしろ基本戦

略構想に基づく晩白柚などの特産品の販路拡大

というのを目的としているものでございます。 

 こちらのほうにありますように、青、赤、緑



 

－27－

黄色ということで、４つの事業を掲げておりま

すけども、この４つの事業を柱として取り組ん

でおり、平成３０年度については、当初予算額

１億４３００万余に対して、実績として１億２

１００万余ということになっております。 

 それではですね、それぞれの事業について、

昨年度の取り組みを御説明いたします。 

 まず１つ目のＤＭＯやつしろ機能強化事業に

ついてですが、ＤＭＯ会員を対象に、ＯＴＡ、

これはインターネット旅行会社、インターネッ

ト旅行会社を活用したセミナー、またインバウ

ンド対策セミナーを開催しました。 

 また、マーケティング調査として、クルーズ

来訪者の利便性を図るためのキャリーバックＷ

ｉＦｉアクセス調査、これはですね、シャトル

バスを八代港から商店街等出しておりますけど

も、どういった形で、どういった国籍の方がＷ

ｉＦｉを使われているかというものを調査した

ものでございます。また、八代市を訪れる観光

客の動向調査というのを実施しております。 

 フードバレー関連では、外部人材の活用とし

て、商品開発・販路拡大に向けたアドバイザー

を、３部門で５名配置したところでございます。 

 ２つ目の大型クルーズ船等インバウンド事業

では、引き続き、八代城跡においての遊覧船や

人力車の運行、八代港と中心商店街を結ぶシャ

トルバスの運行、そして和のまち空間整備事業

として、日奈久温泉、さらにはですね、昨年度

は中心商店街ということで、対象エリアを含め

て実施したところでございます。 

 また、クルーやＦＩＴ旅行者を意識して、本

日ですね、お手元に配ってあるかと思いますけ

ども、路線バスで行くやつしろ散策マップとい

うのを作成したところでございます。こちらに

ついては、日本語、英語、簡体字ということに

なっております。 

 さらにですね、宿泊イベントとして、ヤフー

トラベルを活用した宿泊キャンペーンというこ

とを展開したところでございます。 

 ３つ目の八代市・氷川町・芦北町ブランド事

業、通称シトラスブランディング事業でござい

ますが、シトラス観光圏の認知度を高めるため

に、域内の観光パンフレットを作成するととも

に、周遊ルートの開発、シトラス関連モニター

ツアーの実施、香港でのプロモーションやイオ

ン香港１２店舗での晩白柚フェアを開催したと

ころでございます。 

 ４つ目に移りますけども、フードバレー流通

推進事業としてですね、晩白柚等の特産品を台

湾に売り込むために、台北市で開催されました

台湾最大級の国際総合食品見本市、ＦＯＯＤ 

ＴＡＩＰＥＩ２０１８への出展や、基隆市にお

いては物産フェアを開催したところでございま

す。また、商談会へ出展する事業者への補助、

さらにはリーファーコンテナ利用補助を実施し

ております。 

 以上が、昨年度の主な取り組みについてでご

す。 

 恐れ入りますが、次のページをごらんいただ

きたいと思います。 

 今報告しました取り組みについての成果とい

うことで、取りまとめしておりますけども、一

番上の段になりますけども、ＤＭＯやつしろ機

能強化事業においてはですね、ＤＭＯ会員向け

の研修会の開催により、インバウンドに関する

意識向上というのが図られたところでございま

す。 

 大型クルーズ船等インバウンド事業では、和

のまち空間整備事業の実施により、日奈久温泉

等においてはですね、観光客のほうが、その施

設のところで写真を撮ったり、また住民の方々

が新たな食の開発等をやったりですね、レスト

ランの開業とかをやったりするなど、来訪者の

滞在時の楽しみ、滞在時間の増加を図る機会の

創出ということにつながってきております。 

 また、先ほど見ていただきました、路線バス
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で行くやつしろ散策マップ、こちらについては、

実際に手に持ってですね、バスに乗って散策さ

れるという観光客も見られるようになったとこ

ろでございます。 

 次に、シトラスブランディング事業について

は、認知度を高めるためのツールとして、パン

フレット、今お手元にパンフレットがあります

けども、パンフレットだけではなくて、動画の

ほうも作成しております。動画、３つの切り口

で、歴史、文化を知るということで時、そして、

食とか、それぞれの観光地を楽しむということ

で、幸せをキーワードに、そして、いろんな体

験もということで、元気をキーワードにした、

その３つを切り口にした動画というのを作成し

たところでございます。そういった動画の作成

において、効果的に訴求力の高い情報発信が、

今後は可能ということになってまいります。 

 またフードバレー関連では、専門的なアドバ

イザーを配置したことによって、新商品の開発

が６件、香港への新規輸出２商品、着実にです

ね、成果が上がってきているところでございま

す。 

 イオンフードアルチザン活動やリーファーコ

ンテナ利用補助により、八代港から香港に向け

て晩白柚３０２０個を輸出するなど、香港での

流通拡大というのも図ることができております。 

 さらには、先ほど申し上げましたＦＯＯＤ 

ＴＡＩＰＥＩ２０１８に出展し、２件の商談が

成立するなど、台湾での販路拡大というのも図

られてきております。 

 次に、問題点、課題でございますが、大型ク

ルーズ船等インバウンド事業についてはですね、

インバウンド観光客に対応するためのガイドや、

やはりＤＭＯ内にですね、旅行商品等を開発す

る専門的な人材が、まだまだ育ってないという

ような状況があります。 

 そして、その結果ですね、なかなか八代を楽

しめるような着地型旅行商品というのが、これ

もまだまだ開発が進んでいないのかなあという

ふうに思っているところでございます。 

 シトラスブランディング事業につきましては、

やはりブランドイメージというのを定着化、図

る必要があるということで考えております。フ

ードバレー関連においては、さらなる商品の開

発、販路拡大、開拓に向けた事業者の固定化と

いうのを図っていく必要があるというふうに考

えております。 

 一番下の欄になりますけども、今後の対策と

しましては、ＤＭＯやつしろ機能強化事業にお

いてはですね、ガイドを初めＤＭＯ職員、専門

的な人材の育成・確保というのが最重要課題と

いうふうになってくると思っております。 

 大型クルーズ船等インバウンド事業について

は、来年４月の八代港ターミナル供用開始に向

け、来訪者が八代に来てよかった、また来てみ

たいと思っていだけるようなですね、魅力ある

旅行商品の開発というのを急いでいかなければ

いけないのかなあというふうに考えております。 

 シトラスブランディング事業につきましては、

先ほど申し上げましたけども、ブランドイメー

ジの定着ということで、動画、昨年作成しまし

た動画等において、国内外に向けて情報発信す

るとともにですね、域内の素材を生かした魅力

ある旅行商品をつくっていきたいというふうに

考えております。 

 フードバレー関連については、引き続き専門

アドバイザーを配置し、事業者の支援を行うと

ともに、見本市への出展や物産フェアを開催し、

さらなる販路拡大を図っていきたいというふう

に考えているところでございます。 

 以上が、地方創生推進交付金事業、海外クル

ーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

でございます。 

 続きまして、資料のほうは次のページになり

ます。 

 ③地方創生拠点整備交付金事業、コミュニテ
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ィビジネスによるしごと創生・地域活性化プロ

ジェクト事業についてでございます。 

 この事業はですね、交付金を活用した施設整

備ということで、坂本住民自治協議会、一般社

団法人さかもとなど住民自身が主となってです

ね、交流人口の拡大や、地域のにぎわい、活力、

雇用の創出を目的に、コミュニティビジネスや

イベントを実施するための活動拠点として、さ

かもと館にイベント交流施設を増設したもので

ございます。 

 整備内容につきましては、昨年、御説明した

とおりでございますんで、本日は省略をさせて

いただき、昨年、完成後の、昨年度の成果及び

課題についてですね、御説明をしてまいります。 

 資料のですね、右下に、成果・課題というこ

とで書いておりますけども、若干詳しく説明を

させていただきますと、イベント交流施設の来

訪者、こちらについては、平成２９年度は７３

８６人、これに対して平成３０年度は７４９７

人と１１１名増加しております。特にですね、

団体ツアー、ツアーバスによる団体客という来

訪もふえておりまして、昨年は１１台、団体バ

ス１１台に対して、――あっ、済みません、２

９年は１１台に対して、昨年３０年度は２２台

と倍増ということになっております。その中で

も、県外のバスが１台から４台とふえておりま

して、県外での認知度というのも徐々に高まっ

てきているところでございます。 

 次に、収入についてですけども、収入につい

ては、平成２９年度が１４６３万４０００円、

平成３０年度は１６１１万７０００円というこ

とで、１４８万３０００円の増ということにな

っております。 

 雇用につきましても、２６名の方が従事する

など、一定の成果が上がっているところでござ

います。 

 課題についてですが、昨年も申し上げました

が、ビジネスのメーン事業である、食処さかも

とというのが、６月から１１月の事業というこ

とになっておりますので、その以外の期間にで

すね、いかにして事業を展開するか、稼ぐかと

いうことが課題ということで考えております。 

 そのような中でですね、山村活性化協議会に

おいては、冷凍ぼた餅やアユの一夜干し、アユ

の甘露煮といった商品の開発が進められており、

アユの一夜干しについては、既に、さかもと鮎

やなのほうでですね、新メニューとして今年度

から提供されているところでございます。 

 市としても、この取り組みが、年間通しての

取り組みとなるようですね、今後も支援してい

きたいというふうに考えております。 

 以上が地方創生交付金関係の説明でございま

す。 

 議員の皆さんから御意見を賜りたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） これをもってＩＴ観光

協会という話だったんですか。これは評価はい

ただきましたか。何か聞こえましたか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） まだ実際には

ですね、そこまで使われた観光客の方、ちょっ

とそこまではヒアリングというのはできてない

んですけども、案内所とかで配るときにですね、

非常にわかりやすいとか、これで簡単に路線バ

ス乗っていけるんだなあというようなのは、お

配りする案内所では聞いております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（髙山正夫君） 八代圏域のツナガルイ

ンターンシップの関係ですけど、７番の本事業

における事業行政評価指標というのがありまし

て、もうここ一、二年で、企業誘致も非常に多

くなっております。そのあたりの圏域内企業の

就職者数の指標ですかね、目標値ですかね、そ

のあたりも考慮してあるんでしょうか。 
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○商工政策課主幹兼工業振興係長（篠原秀和

君） 委員御質問の誘致企業の雇用に関して、

踏まえてあるかというところですけども、計画

をつくった時点で、誘致企業に関しての目標は、

目標値の中にはですね、入れてないので、今後

ですね、そういった部分も含めて、成果として

上がってくるのかなと思っております。 

 以上です。（委員髙山正夫君「よろしくお願

いします」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（西濵和博君） 私も、ツナガルインタ

ーンシップについてなんですけど、少しちょっ

と御提案も含めてなんですが、参加される学生

が、昨年度２９年に５３人に対して１６４人と、

飛躍的に伸びているのかなと思うんですけれど

も、中学校あたりでは職場体験研修というのを、

どこの学校も取り入れていらっしゃると思うん

ですよね。そのときの会社に足を運んで学ぶ認

識と、ここでおっしゃる、実際に仕事を就職す

るというのは少し認識も違う、取り組みも違う

と思うんですけれども、今後も教育の現場、教

育委員会となお一層連携して、中学生の時期か

らですね、ここにもあるライフプランセミナー

ですかね、事あるごとに取り組めていけたらな

あと、私は一般質問で提案したことがあるんで

すけれども、そこら辺の可能性あたりはどんな

でしょうか。 

○商工政策課長（田中 孝君） 御提案として、

委員ありがとうございます。 

 実績値のほうで、２９年度４３名、３０年度

２０５名ということで、伸びているところでは

ございますが、先ほどもちょっと課題として申

しましたように、いまだインターンシップが、

ちょっと見学的なところでなっておるというの

が、私たちの認識でございます。ストレートに

職にですね、つなげる方法を、まず検討したい

なと。 

 それと、ほかにも、おっしゃるように、いか

にして仕事、八代圏域内のですね、企業さんの

御紹介を、低年齢層といいますか、そちらにも

お伝えするというのは責務であろうと思います

ので、そのあたりは考えてまいりたいと思いま

す。（委員西濵和博君「ありがとうございまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で、

地方創生推進交付金事業に係る効果検証につい

てを終了します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（み

なと八代フェスティバルについて） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、みなと八代

フェスティバルについて、説明をお願いいたし

ます。 

○理事兼国際港湾振興課長（南 和治君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 みなと八代フェスティバルにつきまして、当

初ですね、１１月３日開催ということで検討、

協議してまいりましたけれども、その結果、今

年度の開催は見送るということになりましたの

で、御報告させていただきたいと思います。 

 その見送りに至った経緯等につきましては、

担当のほうより説明いたさせますので、よろし

くお願いいたします。 

○国際港湾振興課審議員兼課長補佐（泉 宜孝

君） 国際港湾振興課の泉でございます。 

 私のほうからは、２０１９みなと八代フェス

ティバル開催について御説明申し上げます。大

変申しわけございませんが、着座にて御説明い

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○国際港湾振興課審議員兼課長補佐（泉 宜孝

君） それでは、皆さん、お手元のほうに、２
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０１９みなと八代フェスティバル開催について

というＡ４の用紙が３枚あるかと思いますが、

そちらのほうの資料を使いまして御説明申し上

げます。 

 先ほど課長からありましたように、今年度の

みなと八代フェスティバルの開催は見送ること

といたしました。来年４月に供用開始されるク

ルーズ拠点での開催を模索することといたしま

した。 

 その理由といたしまして、港湾管理者である

熊本県港湾課によりますと、今年度はクルーズ

拠点整備に向けた工事が多数発注され、工事区

域だけではなく、八代港、主に外港地区、内港

地区ではありますけども、そちらのほうでは資

材置き場や現場事務所などが必要となる状況に

あります。そのため、３点の確保が難しいため、

開催を見送ることといたしました。 

 お手元の資料の１のほうをごらんいただきた

いと思います。 

 こちら、資料の１の地図がございますが、赤

で囲ってある部分が、昨年開催された会場のと

ころでございます。今回、先ほどの理由により

まして、黄色の破線の部分しか会場の確保がで

きないような状況です。また、青で示されたと

ころが工事箇所というようなことになります。 

 そういったところで、フェスティバル開催場

所として想定される水深１０メーター岸壁埠頭

用地に十分な開催スペース、運営スペースです

けれども、駐車場等も含みますけれども、そち

らのほうが確保できない。また周辺にもですね、

開催可能な用地がないような状況でございます。 

 続きまして、２点目なんですけども、来場者

の安全性の確保ということで、フェスティバル

開催会場として想定される周辺は、ごらんのと

おり工事が行われる関係で、周辺を往来する来

場者の動線及び行動によっては、大変危険が及

ぶことが想定されることでございます。 

 続きまして、３点目なんですけども、資料２

のほうを見ていただきたいんですが、シャトル

バス乗降所の確保ということで、シャトルバス

乗降所が会場内に確保できず、会場から離れた

道路上に乗降所を設置しなければなりません。

資料２の上のほうがですね、昨年開催されたレ

イアウトになりますけども、下のほうの案が、

シャトルバスを場外に設置した場合には、会場

まで約３００メートルほど離れており、工事箇

所の現場を通行しなければならないということ

で、非常に危険を伴うということになります。 

 また、資料３をごらんいただきたいと思いま

すが、仮にですね、そういったシャトルバスの

乗降所を場外に持つことによって、大変危険で

あるということで、会場内に入れた場合なんで

すが、そういった場合には、昨年開催しました

働く機械等の出展ブースなどができなくなりま

すし、物産、飲食、休憩ブースが半減となるよ

うな形になります。 

 以上のことをですね、踏まえまして、昨年ま

での会場での開催は十分な開催スペースと来場

者の安全確保が困難であることから、当初予定

していました１１月３日日曜日、水深１０メー

ター岸壁会場での開催は見送ることとなりまし

た。 

 今後につきましては、２０２０年４月に供用

開始される新たなクルーズ拠点での開催を模索

しながら、市民が直接海や港と触れ合えるみな

と八代フェスティバルが安全に開催ができるよ

うに、最適な時期と場所、そしてイベント内容

等を、県港湾課、自衛隊、海上保安署、関係団

体等と協議して検討を行います。 

 なお、今回の結果につきましては、みなと八

代フェスティバル検討委員会並びにみなと八代

フェスティバル実行委員会を開催いたしまして、

検討、協議いただき、決定したものでございま

す。 

 以上、私のほうから御説明いたしました。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何
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か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 了解しました。 

 工事が完成しましてから、盛大にお願いしま

す。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ぼかにございませ

んか。 

○委員（髙山正夫君） これは意見ですけども、

来年のクルーズ拠点での開催を模索と言われま

すけど、オープニングセレモニーと一緒に、何

か盛大にやるとか、みなとフェスティバルと、

また供用してやるという方策もあると思います

ので、そのあたりも検討願えればと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

みなと八代フェスティバルについてを終了いた

します。 

 田中観光振興課長から発言の申し出があって

おりますので、これを許可いたします。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 済みません、

先ほど私のほうから説明しました、コミュニテ

ィービジネスによるしごと創生・地域活性化プ

ロジェクトの成果についてでございますが、ツ

アーバスがふえてきているということで数字を

申し上げましたが、先ほど、平成２９年がツア

ーバス１１台、平成３０年が２２台というふう

に御説明いたしましたが、済みません、ここが

訂正でございまして、平成３０年がツアーバス

１１台、ことしが２２台予定されているという

ことになっております。 

 あわせて、県外からのツアーバス、こちらに

ついても、平成３０年が１台、今年度が４台と

いうふうに予定されているということで、訂正

をさせていただきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 皆さん、御承知方

お願いいたします。 

 よろしいですか。ほかにございませんね。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（令

和元年度全国高等学校総合体育大会の開催につ

いて） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、令和元年度

全国高等学校総合体育大会の開催についてを、

スポーツ振興課よりお願いいたします。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）スポーツ

振興課、小野でございます。 

 今回は、今月末から開催されます、令和元年

度全国高等学校総合体育大会について御説明い

たします。なお、説明につきましては、着座に

て御説明させていただきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） 資料につ

きましては、Ａ４の３枚物になっておりますの

で、こちらに沿って御説明のほうさせていただ

きたいと思います。 

 まず、この大会の目的ですけれども、全国高

等学校総合体育大会は、教育活動の一環として

高校生に広くスポーツ実践の機会を与え、技術

の向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに、

高校生活動も含め、生徒相互の親睦を深め、心

身ともに健全な青少年を育成することを目的に

開催されるものでございます。 

 次に、開催県ですけれども、今回鹿児島県が

幹事県となり、熊本県、宮崎県、沖縄県の南部

九州４県での開催となっております。 

 熊本県につきましては、平成１３年度に開催

しておりまして、前回については熊本県単独で

の開催でありましたけれども、平成２３年度か

ら、今回と同様のブロック開催となっておりま

して、１８年ぶりの開催ということになります。 

 実施主体につきましては、全国高等学校体育

連盟、開催県、開催県教育委員会、関係中央競

技団体でありまして、後援、主管等については
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資料記載のとおりということになっております。 

 開催期間につきましては、令和元年７月２７

日の総合開会式から始まりまして、８月２０日

までの期間となっております。 

 通称名は、南部九州インターハイということ

になっております。 

 インターハイの開催競技につきましては３０

競技、このうち熊本県で開催されるのが７競技

７種目となっております。 

 次ページをごらんください。 

 本県での具体的な開催場所としましては、熊

本市で行われます水泳、競泳競技と剣道、玉名

市のレスリング、山鹿市のハンドボール、菊池

市で開催されますボート、そして本市で開催さ

れますのがバドミントン競技とアーチェリー競

技の２競技となっております。 

 本市での開催日程や会場についてですけれど

も、まず、バドミントン競技については、開会

式が令和元年７月３１日水曜日に、八代トヨオ

カ地建アリーナ、大アリーナのほうで行われま

す。 

 競技につきましては、８月１日木曜日から８

月５日月曜日の５日間となっており、会場は八

代トヨオカ地建アリーナ、東陽スポーツセンタ

ー、八代白百合学園高等学校、芦北町民総合セ

ンターの４会場で行われます。 

 ８月１日と２日に学校対抗戦、３日に個人対

抗ダブルス戦、４日に個人対抗シングルス戦、

５日に個人対抗のダブルス、シングルス戦の準

決勝、決勝のほうが行われます。 

 次に、アーチェリー競技ですけれども、会場

は熊本県営八代運動公園となっております。 

 令和元年８月７日水曜日に開会行事を行いま

して、競技は８日木曜日から１０日土曜日の３

日間で行われます。 

 ８日木曜日に団体と個人戦の予選ラウンドを

行いまして、９日に個人戦の決勝ラウンド、１

０日に団体戦の決勝ラウンドが行われます。 

 次に、参加者見込み数ですけれども、平成２

９年度の南東北総体の実績では、バドミントン

競技では、選手・監督が約１２００名、観客数

が約１万５０００人、アーチェリー競技では、

選手・監督が約７００人、観客数が３５００人

となっており、今回も同程度の参加者が見込ま

れます。 

 ３ページ目のほうをごらんください。 

 今回八代市で開催されますバドミントン競技

につきましては、県代表としまして、男子団体

戦は八代東高等学校と熊本学園大附属高等学校、

女子団体戦は八代白百合学園高等学校と玉名女

子高等学校が出場します。個人戦につきまして

も、八代東高校がダブルスに３ペア、シングル

スに３名の選手が出場します。八代白百合学園

につきましても、個人ダブルスに２ペア、シン

グルスでは４名の選手が出場いたします。 

 アーチェリー競技につきましては、男子団体

に東海大星翔高校と八代清流高校が出場します。

女子団体には八代清流高校と熊本第二高校が出

場となっております。 

 このように八代市で開催されます２競技に、

今回の熊本県代表として、本市の高校から３校

も出場いたしますので、ぜひ会場にお越しいた

だいて、盛大なる御声援をいただければと思っ

ております。 

 大会まで、もう１カ月を切りまして、現在大

会の成功に向けて鋭意準備のほうを進めている

ところでございます。 

 全国から八代に来られる選手・役員を初め応

援の方々に本市のすばらしさを感じていただく

とともに、本大会を開催することにより、市民

の皆様がスポーツに関心を抱き、スポーツを楽

しむ契機になればというふうに考えております。 

 以上が、令和元年度全国高等学校総合体育大

会についての御説明となります。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何
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か質疑、御意見等ございませんか。ございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

令和元年度全国高等学校総合体育大会の開催に

ついてを終了いたします。 

 執行部は御退室ください。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件及び陳情１件に

ついては、なお審査及び調査を要すると思いま

すので、引き続き閉会中の継続審査及び調査の

申し出をいたしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもちまして経済企業委員会を散

会いたします。 

（午後１時０７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和元年７月１日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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